




















令和４年度 公立高校学力検査解答

問１．

(ｱ) － 6＋(－ 9) (ｲ) － ＋ (ｳ) －

＝－ 6－ 9 ＝－ ＋ ＝

＝－ 15 ＝ ＝

(ｴ) － (ｵ) (x－ 2)(x－ 5)－(x－ 3)2

＝ － ＝ x2－ 7x＋ 10－(x2－ 6x＋ 9)
＝ ＝－ x＋ 1

問２．

(ｱ) 0.2x＋ 0.8y＝ 1 … ① ①× 20 4x＋ 16y＝ 20

＋ ＝－ 2 … ② ②× 8 －）4x＋ 7y＝－ 16 先に計算

9y＝ 36
y＝ 4

4x＋ 28＝－ 16
4x＝－ 44

x＝－ 11 x＝－ 11，y＝ 4

(ｲ) 4x2－ x－ 2＝ 0 x＝ x＝

(ｳ) 関数 y＝－ x ２について，

xの変域が－ 2≦ x≦ 4のとき，
yの変域は a ≦ y ≦ bである。

このとき，a，bの値を求めなさい。

x＝ 0のとき yの値は最大なので b＝ 0
x＝４のとき yの値は最小なので a＝－ 4
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(ｴ) Ａ班の生徒と，Ａ班より５人少ないＢ班の生徒で，体育館にイスを並べた。Ａ班の生徒は

それぞれ３脚ずつ並べ，Ｂ班の生徒はそれぞれ４脚ずつ並べたところ，Ａ班の生徒が並べた

イスの総数はＢ班の生徒が並べたイスの総数より３脚多かった。このとき，Ａ班の生徒の人

数を求めなさい。

Ａ班の生徒をＡ人、Ｂ班の生徒を（Ａ－５）人として，イスの数で等式を作ると

３Ａ＝４（Ａ－５）＋３

－Ａ＝－１７

Ａ＝１７ Ａ班の生徒の人数は１７人

(ｵ) x＝ ＋ ，y＝ － のとき，x2y＋ xy2の値を求めなさい。

x2y＋ xy2＝ xy(x＋ y)

＝( ＋ )( － ){( ＋ )＋( － )}

＝(6－ 3)×
＝

問３． （ア）(ⅰ)

△ＤＥＣが二等辺三角形に

なることに気がつくことが

必要となる

(ⅱ)四角形ＣＦＤＥが平行四辺形になるときの，∠ＡＢＣの大きさとして正しいもの

ＥＣ∥ＤＦになるためには，∠ＥＣＤ＝∠ＣＤＦとなれば良い

直線ＢＣＦを３等分することになるので，６０度 考えなくても60度しかない

（イ） １年生の上体起こしの記録から分かること

19番目と20番目の中央値は，22～26回に入っている

30回以上の割合は，7÷38＞7÷40

最大値は，34～38回の36回

14回未満の割合は，4÷38＞4÷40
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・中央値を含む階級は，１年生と２年生で同じである。

中央値20,21番目が22～26回は①②⑤

・30回以上の生徒の割合は，１年生より２年生の方が小さい。

7回以下は①③④ ２年生は①と分かる

・１年生と３年生の最大値は等しい。 最大値が等しいのは④⑤⑥

・14回未満の生徒の割合は，１年生より３年生の方が小さい。 4回以下は①②⑤⑥

・２年生と３年生の最頻値は等しい。 ⑤以外 ３年生は⑥と分かる

（ウ） ●＝ 86÷ 2＝ 43
■＝ 67－ 43＝ 24
●●＝ 180－(43× 2＋ 24)＝ 70
●＝ 35
∠ＡＦＥ＝ 24＋ 35＝ 59



（エ）

△ＡＤＢ∽△ＤＥＣより ：ＤＢ＝ 3：1 ＤＢ＝

△ＢＤＦ＝△ＡＤＢ× ＝ × × × ＝

問４．

（ア）y＝ x＋ 3に x＝ 6を代入
y＝ 6＋ 3＝ 9
Ａ（6，9）を y＝ ax2に代入

9＝ 36 a

a＝

（イ）y＝ x＋ 3に x＝－ 6を代入
y ＝－ 6 ＋ 3 ＝－ 3
Ｃ（－ 6，－ 3），
Ｅ（5，0）より
傾きは，11 コイッテ 3 アガル

m＝

3× ＝ n＝－

（ウ）△ＡＦＥの面積を二等分するので，点ＧはＦＥの中点となる。

Ｆ（？，9），Ｅ（5，0）より まずＧの y座標が と分かる

＝ x＋ 3より x＝ Ｇ（ ， ）

ＧＥの x座標の差は，5－ ＝
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ＦＧの x座標の差も より

Ｆの x座標は － ＝－ 2

Ｆ（－ 2，9）
Ｂ（－ 6，9）より ＢＦ＝ 4
Ａ（6，9）より ＦＡ＝ 8
したがって，ＢＦ：ＦＡ＝ 1：2

Ｃ（－ 6，－ 3），Ｇ（ ， ）
Ａ（6，9）より

ＣＧ：ＧＡ＝（6＋ ：6－ ）
＝ 15：9＝ 5：3

3：5＝ 2：x 3x＝ 10 x＝ 1： ＝ 3：10

別解，2× ＝ 別解，青色を 5：3や 10：6としてからでも

問５． （ア）等しいのは６通り

（イ）２：１ ： － ＝ ◎

５：３ ： － ＝ ◎

10通りなので ＝

b＝１ ２ ３ ４ ５ ６

a＝１ 等しい Ｘ＜Ｙ

×

２ ２：１◎ 等しい

３ ３：１◎ ３：２× 等しい

2：1より大 ３６：１６

４ ◎ ２：１◎ ４：３× 等しい

3：2より小

５ ◎ ◎ ５：３◎ ５：４× 等しい

3：2より小

６ ◎ ◎ ２：１◎ ３：２× × 等しい

◎がつけば、それより左はすべて◎となる

×がつけば、それより右はすべて×となる 同じ比もあるので楽ですね
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問６．

（ア）

3：4：5より BH＝ 4cm
4cm

台形 ABCDの底面積×高さ＝体積

(1＋ 4)× 4× × 1＝ 10

（イ）( )2－( )2＝ 17－ ＝

h＝

面積＝ × × ＝

（ウ） JE＝ 4－ 1＝ 3 JF＝ 4
1cm 3：4：5より EF＝ 5

△ FJE∽△ EKAより 3：4：5を使って

4cm EA＝ 1cmなので AK＝ cm EK＝ cm

3cm DI＝ 4× ＝ AL＝ － ＝ cm

5cm IL＝ 1＋ 1＋ 3＋ ＝

AI2＝( )2 ＋( )2 ＝ ＝ 34

AI＝
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